
 香川県委託「介護支援専門員の資質向上研修会」アンケート集計

『自然災害時BCPと個別避難計画～静岡県の現状と課題をふまえて～』
【回答率：90.4%（n=122）】
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問６．BCP における研修等はどのように

考えていますか（複数回答）
「その他」選択の意見

・地域のケアマネで研修会を企画する。

・法人内で別部署と共同

・優先順位の高い方の自宅確認等から訓練を計画します。

・研修を活かし実際に避難ルートを歩いて訓練をしてみたい。

・今回の研修を通じて、何よりも行政、ケアマネ、病院など多機関で

顔のみえる場での話し合いと、実際に要支援者を想定した模擬

訓練などが特に大切だと思いました。

・予備役に従事

・災害想定出勤訓練

・静岡県から他県の取り組みをみていきます。
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問７．事業所において、安心確認・優先順位

一覧表を作成してますか

「その他」選択の意見

・現在作成中 （同意見あり）

・検討中

・各担当の優先順位はあるが、事業所一覧は作成が間に合って

いない。（同意見あり）

・個別には作成しているが、事業所としては未作成

・優先順位つけてなかった

・十分ではない

・BCPの一環で一覧表は作成しているが優先順位ではなく地域別

にしている。

・作成していましたが、本日の研修後修正・加筆したいと思います。

・作成していますが更新できていません。（同意見あり）

・作成していますが、現在更新するため見直し中。

・地域包括支援センターを社会福祉協議会に委託し委託先で作成

している。
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問８．モニタリングする際に利用者・家族と災害

時の話をしたことがありますか

「その他」選択の意見

・独居や高齢者世帯など必要と感じる方としかまだ話せていません。

・利用者によって検討している場合もある。

・直接利用者とモニタリングで接することはないが、地域ケア会議では

関係者と話題にしている。



問９．問８で「はい」と答えた方へ、具体的にはどのような内容でしたか

　・避難所の場所、避難経路（距離など）、避難方法（誰とどのように避難するか）、防災グッズ準備状況等の確認や情報提供について（同意見多数あり）

　・避難所の確認、在宅酸素利用時かかりつけ医の意見も確認しました。近隣の人の協力について話し合いました。

　・避難先がどこか、どのように避難するのか確認しているが、実際に発災時状況によっては避難すること自体が難しいんじゃないか…といわれるケースもある

　・酸素が必要な為、自宅から避難しないことを希望された。 ・9割の利用者、家族が自宅待機の返答でした

　・一人暮らしの方は協力してくれる近隣の方の確認（避難支援者の確認） ・民生委員にも相談

　・災害時に家族が遠方にいるため、かけつけられず、近隣の方にも頼みづらい（近隣の方も気にかけているが登録までは希望　・しない）事情がある。

　・避難所や経路を一緒に確認した。 　・住いのハザードマップの確認

　・災害時の避難場所・避難経路の確認はしましたが、一緒に歩いてはいませんので、危険個所の有無の確認まではしていません。今後はもう少し具体的に検討したいと思います。

　・避難先で心配なこと

　・災害発生後に安否確認の電話をさせて頂くこと。不安等について時間問わず電話下さい。24時間対応可能であることを伝えている。

　・自宅にとどまるか、避難所に行くか？自宅にとどまるのなら、最低、必要な物を揃えておくなど、話し合った。 　・自宅でいるときの方法

　・災害食の準備（3日分以上の食料・水など） ・避難時の持ち出し品について（薬、携帯酸素 等）

　・安否緊急確認の方法確認 ・緊急連絡先の確認 ・家族間での連絡方法を決めているか

　・補助金対象の耐震補強をする。 ・家具の倒壊リスク確認 ・寝室など家具固定確認。 ・家屋内で気になる所の確認

　・停電時の電動ベッド（ギャッジアップをどうするか等）や在宅酸素、リフトの取り扱いについて

　・日頃からの防災意識の確認

　・災害に対して他人事のように関心を示して下さらない方にも興味を持ってもらえるようにお伝えしている。（平時からの意識づけ、工夫して伝える）

　・災害時における避難場所をご存知ですか、地域の避難訓練に参加した事は有りますか、等の質問をさせて頂いた事がある。

　・（今までの）地震や大雨、台風時等にどのような行動をとったか確認

　・どんな災害が考えられるか、災害の種類毎にシミュレーション

　・ショートステイの受け入れ先（どこに送迎車をとめるか、どのような方法で搬出するか、急変時の対応方法等）

　・個別避難計画への登録有無。

　・医療が必要な方は、ケアプランにいれて、担当者会議時に話をつめている

　・担当者会議において、災害時の対策の話し合いをすることにしました。

　・高松市の要避難支援者を抽出する用紙を元に働きかけたが、協力者はなかった。

多数の感想やご意見をご記入いただきありがとうございました。今後の参考にさせていただきます。
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個別の災害リスクアセスメントを作成し活用

していますか

「その他」選択の意見

・している方とまだの方がいる

・作成中です

・細かく記載できていない

・作成してパソコンで共有している

・医療行為がある方のアセスメントのみ。活用は出来ていないです。

・一覧表の作成はしています。

・作成はしているが、活用が不十分。

・作成はしてるが活用まではしていない。

・地域包括支援センターを社会福祉協議会に委託し委託先で作成

している。


